
横浜つづきワイズメン＆ウィメンズクラブ Bulletin   No.124   2016年8月15日発行 

―1― 

2016-2017年度 主題 
国 際 会 長 ：Joan Wilson   “Our Future Begins Today” 

               「我々の未来は、今日から始まる」 

アジア会長 ：Tung Ming Hsiao  “Respect Y's Movement” 

                「ワイズ運動を尊重しよう】 

東日本区理事：利根川恵子    「明日に向かって、今日働こう」 

湘南･沖縄部長：若木一美      「あなたが退会しない理由は?」 

                ～明るく・楽しく・元気よく～  

クラブ会長 ：林 茂博    「仲良く、楽しく、無理をせず」 

                ～今日という日を大切に～ 

今月の聖句 

「主は国々の争いを裁き、多く

の民を戒められる。 

彼らは剣を打ち直して鋤とし／

槍を打ち直して鎌とする。 

国は国に向かって剣を上げず／

もはや戦うことを学ばない。」 

       イザヤ書2：4 

≪巻頭言≫    「このこどもたちが」 讃美歌21 371番 

 このこどもたちが未来を信じ、つらい世の中も希望にみ

ちて生きるべきいのち生きていくため、主よ、守りたまえ、

平和を平和を。 

 戦いあらそい ここにかしこに地をとどろかして燃えさかる

時、子らは泣き叫ぶ、血を流しつつ。  主よ、とどめたま

え、いくさをいくさを。 

 

 8月7日、教会では平和聖日の礼拝が守られ、礼拝後は平和を祈る

祈祷会と「すいとん」愛餐会が持たれました。71年前のことを振り

返り、二度と戦争への道を歩んではならない思いを代表の方々に祈っ

て頂きました。 

 今、世界中で子供たちはじめ弱い立場にある人々が戦乱や災害、環

境破壊や貧困によって命を脅かされ苛酷な状況の中に苦しんでいま

す。大国はその権力によって自らの利益となることのみを追求し混乱

はエスカレートするばかり、他国も対抗するために更に武力を増して

いくことに傾くのでしょう。私たち人間の愚かさと無力さを思いま

す。私たちに何ができるのでしょうか。ただイエス様のみが和解の主

として働いて下さることを信じ、イエス様に倣って許しあい支えあう

ことができるように祈っていくことではないでしょうか。 

 8月7日のジュニアチャーチ「こひつじ」グループで素敵な本の読

み聞かせがありました。富山房発行「3びきのかわいいオオカミ」ギ

リシャの作家ユージン・トリビザスとイギリスの絵本作家ヘレン・オ

クセンバリーの作品です。子豚ならぬ可愛い3匹のオオカミたちが強

くて凶暴な豚から身を守るため家を建てていくのは「3匹の子豚」の

お話しと同じ展開。最後は鉄筋コンクリートの建物が爆弾によって破

壊されまさしく戦争状態になります。ところが可愛いオオカミたちが

究極の選択として選んだのは花や木で家を作ることでした。すぐに折

れてしまう花や木の家に凶暴な豚が興味深々で近づくと、美しい甘い

香りにウットリとなってしまいます。可愛いオオカミたちはそんな昨

日まで大敵だった豚を家に優しく招きいれお茶を振る舞うのでした。 

 憎しみに憎しみで対抗するのではない、憎しみの連鎖を断ち切るの

は容易なことではないでしょう。ある日、武器という武器にお花や蔓

がからんで使えなくなるという本も読んだことがあります。本当にそ

んなことが起こったらどんなに嬉しいでしょう。15日の敗戦記念日

を前に色々なことを思いました。 

 さて、今年度は副会長というお役を拝命しました。実際に特別なこ

とが出来るわけでなく、今までとおり地域奉仕中心に、ＴＫＢ活動も

充実したものになりますよう皆様と手を携えて歩んでまいりたいと思

います。 どうぞよろしくお願いいたします。 

                     副会長 今城宏子            

2016年8月本例会 

 

日時:2016年8月26日（金） 

場所：田園都筑教会 

司会：林M、 受付:岡田M 

①クラブ本例会 

     （18:00-18:30） 

●開会点鍾     林茂博会長 

●ワイズソング・信条   一同 

●今月の聖句    相賀昇牧師 

●ゲスト・ビジター紹介と   

       会長挨拶  林茂博会長 

●各種報告・連絡・確認事項 

●誕生日 13日 林茂博さん 

      24日 田中庸夫さん 

  30日 辻 剛さん  

●閉会点鍾      林茂博会長 

②You&Iコンサート運営委員会 

            （18:30-19:00） 

※運営委員以外は、BBQの準備に

ご参加ください。 

③納涼BBQ大会 （19:00-21:00） 

● 参加費：大人2千円、学生千円 

  中高生500円、以下無料 

※出欠（ゲスト・ビジターを含む）を 

 8月24日までに会長まで！ 
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私 共が昨年6月に千葉から都

筑区中川へ越して参りまし

た大きな理由は、娘の子育ての支

援の必要を感じたからです。5歳

の長男、ダウン症の次男  賢人

（けんと）、そこへ4月に三男が

生まれ、二人の赤ちゃんの育児と同様の事態と察

知したからです。5月に物件を決め、6月に引っ越

して参りました。それ以来、私は週3-4日程娘家

族に係ってきました。 

さて、主人は越して間もなく三カ所の教会を巡

り、都筑教会の相賀先生とも初めてお目にかかり

ました。先生がベルリンで日本人教会の牧師をさ

れていたと伺い、もしや30年間ベルリンに住み、

13年前にがんで他界した家内の姉をご存じないか

と伺ったところ、その方のご葬儀は私が致しまし

たとのご返事でした。私はそのニュースに奇跡を

感じました。何故なら、私と長姉とで看護のため

に二か月ほどベルリンに滞在していた折、死を間

近にした姉の望みと、長姉の友人のお勧めもあっ

て、日本人教会の相賀先生をお訪ねし、葬儀をお

願いしたからです。快く受けて下さり、クリス

チャンの姉が精神科医としてベルリンで最も弱い

立場にいた囚人たちの心のケアを誠実に寄り添っ

て終えた人生を、神様の生きた捧げものとして受

け止めて下さり、誠に癒される感銘深い葬儀をし

てくださったからです。先生のメッセージの印刷

物を大切に保管してまいりました。 

さ て、賢ちゃんを通して神様は栄光を現さ

れ、良き道を必ず備えて下さるとの確信は

真実です。田園江田教会の幼稚園担当役員の今城

宏子さんと隣同士のマンションに住むようにな

り、娘がかねてより江田教会の付属幼稚園に賢

ちゃんを入れたいと願っていたこともあって、私

共は田園江田教会に通い始め、この4月より賢

ちゃんは幼稚園に受け入れて頂きました。幼稚園

としては大変なご決断であったと存じております

が、賢ちゃんは皆さんに愛され、大変喜んで生き

生きと通っています。教会のジュニアーチャーチ

にも通い始め、ご担当が宏子さんと「ぽけっと」

の鈴木伸さんとで、娘はお二人を信頼し、信仰へ

の心の扉が開かれつつあります。 

そ んな中で宏子さんからワイズへのお誘いが

あり、こわごわ入会させていただきました

が、メンバーの方々が熱心に障害を持つ人たちへ

の支援活動をされていることも知らされ、大変驚

きと感動を覚えております。神様がすべてを備え

ていて下さると痛感します。 

私は心身ともに弱い器なのですが、皆様の活動へ

の参加の仕方もきっと祈る中で知らされて参るこ

とと思っておりますので、どうぞ宜しくお願い致

します。              （完） 

≪特別寄稿≫ 去る6月に新入会された三木直子さんの自己紹介とご挨拶です。   

     入会を感謝して、自己紹介まで      三木直子 

第6回“You & I コンサート”開催準備進む 

～あなたとわたし 障がい児・者と共に～のキャッチフレーズでお

馴染みの当クラブ恒例、バリアーフリーのクラッシックコンサート

“You & I コンサート”が来る10月8日に都筑公会堂で開催され

ます。今回で第6回を迎えるこのイベントは、横浜北YMCAならび

に地域の関連NPO法人4団体と当クラブで構成する運営委員会の

主催により開催されます。演奏は、第1回から毎回出演して下さっ

た地元横浜の『横浜室内合奏団・歌劇団』に引き受けて頂き、素晴

らしい名曲の数々や、みんなで楽しめるオペレッタが準備されてい

ます。また、このイベントは、横浜市都筑区、横浜市教育委員会、

都筑区社会福祉協議会が後援しており、さらに都筑区社協のふれあ

い助成金を始め、横浜YMCAチャリラン支援金、湘南・沖縄部CS

支援金などの助成を受けて開催されます。 

コンサートの案内チラシも完成し、各参加団体が関係先への配布を

行っており、主催者は600人が入る都筑公会堂のホールを満席に

しようと意気込んでいます。  （運営委員会事務局 今城高之） 

≪トピックス≫ 
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できました。 

 今年も北ＹＭＣＡでは、延べ１，０００名近

い、子どもたちが水泳、体操、サッカー、キャン

プなどの夏プログラムに参加します。子ども達に

とって成長の一助となるように、プログラムを進

めていきたいと思います。 

 

＜8月予定＞ 

 8月12日（金） 北ＹＭＣＡプール大掃除 

 8月20日（土） 委員研修会  

      横浜中央YMCA 14:00～18:00 

≪横浜北ＹＭＣＡだより≫ 

横浜北YMCA館長 

   山中奈子 

  

今年は雨が少なく、これからの水不足が心配にな

るような短い梅雨が終わりました。外で長時間活

動するのは体が本能的に危険と感じるほどの暑さ

です。皆様も熱中症など十分気を付けてくださ

い。 

 小学生が夏休みに入るこの時期に、北ＹＭＣＡ

の近隣小・中学校10校ほどに対して、着衣泳講習

会や普通救命講習会など実施しています。着衣泳

は夏休みに子どもたちが海や川などに行く機会も

増え、そのことから水での事故に遭わないように

という願いのもとに行われています。3年後には

20校くらいで講習会ができるようになれば良いと

考えています。未来のある子どもひとりひとりの

大切ないのちを悲しい事故で失うことが減るよう

になればと祈っています。 

 今回で3回目を迎えるCWS共催「福島育英舎

ワークキャンプ」を行いました。福島の児童養護

施設の高校生を対象に働くこととはどういうこと

かを体験してもらう事を目的としたキャンプで

す。最終日にはお台場で楽しい時間を持つことも

≪報告≫                第23回AIDS文化フォーラムin横浜 
～つながる ひろがる わかちあう～ 

2016年8月5日（金）～7日（日）   会場：神奈川県民センター  

今年も8月5日（金）から7日までの3日間、第23

回のフォーラムが開催されました。 

テーマは「つながる ひろがる わかちあう」 

ここ数年の間に、京都・佐賀・陸前高田とひろが

り、輪がつながってきました。 

当クラブからは、初日 (５日)の開会式に、今城

Ｔ・岡田Ｋ＆Ｍ・鈴木Ｓ・林Ｍの５名が出席。 

オープニングのトークセッションは、おなじみの

岩室紳也先生の総合司会で、脳性まひの障がいの

ある小児科医熊谷晋一郎さん、当事者・支援活動

の立場から谷山 廣さんのお話を伺いました。 

熊谷ドクターの「今の願いは、もう一度確かに私

たちの受け継いできた『生きていてよい』という

思想を仲間たちと確認し合いたいということにつ

きる」という言葉が、５日朝日新聞の天声人語の

相模原事件に関する記事に掲載されていました。 

午後からは、熊谷ドクターの「当事者研究が目指

すこと」と平良牧師の「ぼくがゲイの牧師で良

かったこと」に私は参加しましたが、他の方々は

それぞれにテーマを選んで参加されていました。 

私は初日だけの参加でしたが、６日(土)には岡田

Ｍ・鈴木Ｋ＆Ｓとお孫さん２人が参加されたそう

です。 

ワ イ ズ で も、札 幌・仙 台・甲 府・東 京 で STOP! 

HIV/AIDSの講演会等を開催してきましたが、現在

はマラリヤ撲滅運動に国際協会の取り組みが変更さ

れたため、ＡＩＤＳ関連の活動が、この横浜におけ

るフォーラムを支えるだけとなったのは淋しい気が

します。 

このフォーラムに参加して、毎回感じることは「知

ることから、はじまる」ということです。まだ参加

されたことのない方には、ぜひ参加されることを、

お勧めします。 

             （林 理子 記） 

（オープニングセッション） 

（ワークキャンプではお店に出すケーキを実際に作ってみました） 
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去る7月17日 (日 ) 16:00から、多摩市のコン

ティ多摩センターにおいて、「東京多摩みなみワ

イズメンズクラブ」のチャーターナイトが開催さ

れました。 

新クラブは、東新部の東京町田クラブと東京コス

モスクラブがスポンサーとなり、学園都市として

躍進目覚ましい多摩地区に誕生したもので、東日

本区で61番目となるクラブです。 

チャーターナイトの参加者は登録ベースで101名

を数え、大勢のワイズが新たなクラブの誕生を祝

いに馳せ参じました。 

当夜の第1部では、利根川恵子東日本区理事の司

会で入会式並びに国際協会加盟認証状の伝達が厳

かに執り行われました。次いで祝会に移り、新メ

ンバー15名の自己紹介やホストクラブ代表の挨

拶、メンバーの友人たちによるアトラクションな

どが行われ、参加者全員で楽しいひと時を過ごし

ました。 

会の途中で、クラブバナーが披露されましたが、

そこには、クラブのマスコットで今でも多摩地区

に出没する(?)「たぬき」の絵と、チャーターナ

イト当日が7月17日であったことから“717”

の隠し文字の紹介がありました。 

なお、当クラブからは、辻  剛さん、鈴木茂さ

ん、今城夫妻の計4名が出席しました。           

               （今城高之記） 

≪報告≫     東京多摩みなみワイズメンズクラブの誕生に立ち会って 

新クラブの役員構成 
会長   石田孝次さん 
副会長  伊藤幾夫さん 
 〃  綿引康司さん 
書記  田中博之さん 
会計  深尾香子さん 
担当主事  小野実さん 

≪トピックス≫      「つづき防災フェア」開催について 

都筑区災害ボランティアネットワークが昨年１０月に立ち上がりましたが、初のイベントとして、 

「つづき防災フェア」を８月19日(金)に都筑区役所１階ホールで開催します。 

都筑区および都筑区社会福祉協議会の後援を得て、ＳＬ災害ボランティアネットワークと共催で、横浜

市水道局・資源循環局、都筑区総務課・生活衛生課、横浜市国際交流協会、東京電力・東京ガス、   

横浜ＹＭＣＡ等の各種展示・実演が行われます。 

夏休み中なので、つづきっこまつりこども企画委員会による「防災について」の劇(福島県相馬市立磯

部小学校の生徒さんたちとのテレビ電話を再現した劇)とクイズのパフォーマンスも行われます。 

特に横浜ＹＭＣＡのご協力により、熊本地震の支援活動を１０枚のパネルにまとめ、目玉の展示とする

ことができました。ＹＭＣＡの知名度を高めるのに、良い機会となりました。今年は一日の開催でした

が、来年は規模を拡大して開催したいと考えています。 

                             （災ボラネット 会長 林 茂博 記） 
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7月の本例会は部長公式訪問を受け、会長就任・引

継ぎ式が行われました。 

辻直前会長の点鍾で開会しワイズソング、信条の

唱和に続き相賀チャプレンによる今月の聖句と

メッセージ、祈祷を頂きました。その中で東本郷

ケアプラザが「かずえ福祉会」（米軍機墜落によ

り二人のお子さんと共に犠牲になられた土志田和

枝さんの父上が創設された福祉会）から横浜ＹＭ

ＣＡ福祉会に引き継がれたことに触れられまし

た。信仰の戦いは一人ではない、「かずえ福祉

会」「ＹＭＣＡ」そして「ワイズメンズクラブ」

が共に戦うということ。イエス様を先頭に新しい

会期を共に戦って行きましょうとの力強い奨励で

した。 

3名のビジター方々の紹介に続き会長就任・引継ぎ

式が若木湘南・沖縄部長の立ち合いの下に行われ

新年度役員の紹介がありました。 

林 茂博新会長挨拶はブリテン巻頭言に記されてい

るように「仲良く・楽しく・無理をせず～今日と

いう日を大切に～」所信表明、そしてスマイルの

新方式（？）として「缶ペーン」用貯金箱が配ら

れました。（※皆様、三日坊主になりませんよう

に！）※報告者注 

部長公式訪問挨拶として若木部長より2016～17

年度湘南・沖縄部部長方針をご説明頂き、目標お

よび予定等をお話し頂きました。 

≪2016年7月本例会報告≫ 日時：7月22日（金）18：30～20：15 会場：かけはし都筑 

出席：相賀、今城Ｔ・Ｈ、岡崎、岡田Ｋ・Ｍ、久保、鈴木Ｓ、田中、辻Ｔｓ、林Ｓ・Ｍ、福島、山中、 

   横田 各ワイズ  ＜ビジター＞若木湘南・沖縄部長、加藤同書記、佐藤節子ワイズ（厚木） 

続いて定期総会（20名中15名出席で成立）が開

かれ、以下の各議案が原案通り承認されました。 

１号議案:15～16年度事業報告（辻直前会長） 

２号議案: 15～16年度決算報告（鈴木会計・岡 

     崎監査役） 

３号議案: 16～17年度事業計画（林会長） 

４号議案: 16～17年度予算案（鈴木会計） 

５号議案：会則変更に関する件（林会長）が承認 

     されました。（予定表に２/１４ピンク 

     シャツデーを追記） 

次いで、林会長より国際会長、東日本区理事共に

「今日」をキーワードにしていること、当クラブ

もそのことを大切にしたい思いが語られました。 

山中北ＹＭＣＡ館長から「水の安全キャンペー

ン」（着衣泳等）を実施中であることや8月に渋谷

君（35年前にプールの事故で亡くなられた）の墓

参を行うことが報告されました。 

「ＹＯＵ ＆Ｉコンサート」のチラシ配布および運

営委員会のお知らせ、会計報告（横田会計）がさ

れました。。 

「つづき防災フェア」パネル展の案内。９時の開

場設営および15時の後片付けのお手伝い募集中。

ご協力お願いします！ 

今後の懇親会会場を基本「GABRIEL」にする提案

がなされ賛成多数で承認。 

Happy Birthdayを最後に閉会。点鍾は林新会長。 

 

「はなの舞」にて懇親会を行い、辻直前会長およ

び役員の方々に感謝しつつビジターの方々共々楽

しい時を持つことができました。感謝いたしま

す。 

               （今城宏子記） 

上：若木部長より会長バッジが  
  着装される 

下:会長バッジを返却  
 し、直前会長バッジ 
 の装着を受ける辻前  
 会長 

左：当日のビジター 
  林会長の右から若木部  
  長、加藤部書記、佐藤 
  ワイズの各氏 
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1）開会 

 若木新部長（とつかクラブ）の開会点鍾により

開会、ワイズソング、信条を唱和に引き続き、井

上担当主事が聖書を朗読し開会の祈祷を行った。 

引き続き若木新部長が挨拶。 

● 7月中に県下6クラブの公式訪問を終えた。 

● その際、各クラブメンバーに対して「ワイズ

を退会しない理由は?」といった内容のアン

ケートをお願いし、今後内容の解析を行って

ワイズの良さを浮き彫りにする。沖縄訪問終

了後集計の予定。 

2）議事 

  ①第1回東日本区役員会 

 去る7月9日に開催された標記会議の概要につ  

 き若木部長より報告があった。区理事の事業計 

 画は、A）主題は「明日に向かって今日動こ 

 う」で今できることで動くをモットーとする。 

 B）クラブ拡張と会員増強を重点課題とする 

 C）YMCAを支え、YMCAからワイズを紹介し  

 てもらう相互協力を進める。 

  ②議案審議 

● 第1号-第2号議案 

 今城直前部長により2015-2016年度の事  

 業報告と決算報告・監査報告が行われ、原 

 案通り承認。 

● 第3号-第4号議案  

 若木部長による、今期の事業計画案および

予算が提出され、原案通り承認。 

● 第5号議案 

 部役員、クラブ会長等により構成する次年  

 度次期部長選考委員会の設置につき承認。 

● 第6号議案 

 部会及び部行事実行委員会を部役員並びに  

 各クラブ推薦委員で構成する提案が承認さ 

 れた。 

● 第7号議案 

 東日本区定款改訂委員会各部推薦委員に  

 若木部長を推薦することを承認。 

● 第8号議案（追加） 

 部則改訂委員会を部3役ならびに各クラブ  

 1名の推薦人で構成することを承認。8/31  

 までに推薦委員を届け出る。 

③次回評議会を11月26日（土）15:00-17:00

に開催することを決定した。 

3）閉会点鍾を持って閉会し、その後、有志によ

る懇親会を開催し、新役員の交流を図った。 

 

※今回の評議会に出席した当クラブメンバー： 

 林茂博クラブ会長/今城宏子クラブ副会長 

 岡田美和クラブ書記/鈴木茂クラブ会計 

 今城高之直前部長 

   

≪報告≫          2016-2017年度湘南・沖縄部第1回評議会 

日時：2016年7月30日（土） 15:00～17:00   場所：横浜中央YMCA 608号室 

（2016-2017年度湘南・沖縄部評議会構成員） 

 

例会出席 18名 在籍会員数 20名 各種記録 前月 累計（年間） 

メンバー 15名 月間出席数 19名 使用済切手 0ｇ 0ｇ 

ビジター 3名 メーキャップ 4名 プルタブ 0kg 5.0kg 

ゲスト 0名 月間出席率 95％ スマイル 0円 0円 

前月のデータ ≪8～9月の行事≫ 
8/26  本例会・納涼BBQ 
   司会：林M.受付：岡田K 
9/6     事務例会 
9/13 Y-Y’s協議会 
9/23 本例会 
   司会：辻Ts, 受付:岡崎 
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